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報告（１）令和５年度学校給食センターの運営について 
 

Ⅰ 基本目標 

学校教育の一環としての、学校給食の安全と充実及び食育の推進を図る。 

 

Ⅱ 運営目標 

１ 成長期の児童生徒に栄養のバランスのとれた給食を提供する。 

２ 日常における望ましい食習慣を養うため、児童生徒に食に関する指導を行う。 

３ 郷土滝沢､岩手で生産される農水産物の活用に努める。 

４ 安全で適正な価格の食材料確保に努める。 

 

Ⅲ 実践計画 

 １ 会議の開催 

２ 学校給食の提供 

３ 食育の推進 

４ 地産地消の推進 

５ 学校給食事業の情報発信 

６ 給食費の収納率向上 

 

 

【参考】学校給食法との関わり 

  学校給食法の第１条及び第２条には、学校給食法の目的と学校給食の目標を掲げている。 

～学校給食法［抜粋］～ 

（この法律の目的） 

第１条 この法律は、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、

児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであ

ることにかんがみ、学校給食及び学校給食を活用した食に関する指導の実施に関し必要な事項

を定め、もって学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図ることを目的とする。 

（学校給食の目標） 

第２条 学校給食を実施するに当たっては、義務教育諸学校における教育の目的を実現するため

に、次に掲げる目標が達成されるよう努めなければならない。 

１ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

２ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断

力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

３ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

４ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然

を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

５ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤

労を重んずる態度を養うこと。 

６ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

７ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 
 



３ 

Ⅳ 具体的実践計画 

１ 会議の開催                             

（１）給食センター運営委員会の開催 

・目的・・・給食センターの運営に関する重要な事項について、審議し、及び助言を行う。 

   ・時期・・・〔第１回〕令和５年７月１０日 〔第２回〕令和６年２月上旬 

 

（２）学校給食担当者会議の開催 

・目的・・・各学校の給食担当者と、給食及び給食費に関して情報交換を行う。 

・時期・・・〔第１回〕令和５年４月１９日 〔第２回〕令和６年２月下旬 

 

 

２ 学校給食の提供                           

（１）給食費関係予算 

 項  目 Ｒ４当初予算額 Ｒ５当初予算額 増  減 

歳  

入 

給食費（現年分） ２５２，１２９千円 ２６７，５８４千円 １５，４５５千円 

給食費（滞納繰越分） ２，６２４千円 ２，６１４千円 △１０千円 

雑入 ３６８千円 ３６３千円 △５千円 

市の一般財源より １７３，４１８千円 １８６，９８５千円 １３，５６７千円 

合計 ４２８，５３９千円 ４５７，５４６千円 ２９，００７千円 

歳

出 

給食材料費 ２５４，９３６千円 ２８３，３１０千円 ２８，３７４千円 

調理等委託・配送委託 １０３，８２３千円 １０６，３３２千円 ２，５０９千円 

学校給食事業費 ６９，７８０千円 ６７，９０４千円 △１，８７６千円 

合計 ４２８，５３９千円 ４５７，５４６千円 ２９，００７千円 

  ※「雑入」…給食費遅延損害金、実習生受入金、給食食材助成、使用済食用油売却益 

 

（２）給食センター年間稼働日数 

   年間稼働日数 １９２日  （Ｒ４当初：１９２日） 

   <内訳>               

１学期  ４月１０日（月）～  ７月１８日（火） ６８日 

２学期  ８月２２日（火）～１２月１９日（火） ８２日 

３学期  １月１２日（金）～  ３月１３日（水） ４２日 

※詳細は、別紙「資料１」を参照 
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（３） 給食回数と給食費  （令和５年度改定） 

 小学校 中学校 

給食回数 １７５回 １７０回 

給食費の年額 ５０，０５０円 ５３，５５０円 

１食当り給食費 ２８６円 ３１５円 

年間納期 １０期 １０期 

第１期給食費 ５，０５０円 ５，８５０円 

第２～１０期給食費 ５，０００円 ５，３００円 

 

（４）給食対象人員 

 Ｒ４当初 Ｒ５当初 増  減 

小学校（９校）児童 ３，１６６人 ３，１１８人 △４８人 

中学校（６校）生徒 １，６３２人 １，６２６人 △６人 

教職員 ３７１人 ３９６人 ２５人 

給食センター ３９人 ３７人 △２人 

合計 ５，２０８人 ５，１７７人 △３１人 

 

（５）献立の内容 

    献立は、下記のことに留意しながら作成する。 

    ①栄養所要量の確保 

    ②旬の食材や行事の配慮 

    ③嗜好上の考慮・・・年１回各小中学校の希望献立を実施 

    ④経済上の考慮・・・１食当たりの給食費で賄えるような食材選定と献立作成 

    ⑤衛生上の配慮・・・食中毒防止等のため、気温の高い時期を考慮した献立作成 

     （６～９月の混ぜご飯休止、和え物への使用食材考慮など） 

    ⑥調理作成上の配慮・・・時間内に衛生的な作業を行えるよう配慮した献立作成 

（食数が多く１種類の主菜を時間内に調理できないため、小中別の主菜で献立作成） 

    ⑦アレルギー上の配慮・・・アレルギー症状を発症させないよう配慮した献立作成 

     （重篤な症状の出やすい蕎麦やクルミは使用しない、一つの献立にアレルゲンの種類

が多くならないようにするなど） 

    

（６）給食食材の選定 

給食食材は、下記のことに留意しながら選定する。 

①地場農産物の活用（米、牛乳、生産供給組合納入野菜等） 

    ②安全な食材の確保 

     ・滝沢産→県産→国産→外国産の順に、地元の食材を優先して使用する。 

・生鮮野菜以外の全ての食材については、成分表により食材の組成内容を確認し、不

必要な食品添加物等の使用されていない食材を選定する。 



５ 

     ・見積において見本品審査を行い、味や鮮度、形状、見た目など総合的に良品とみな

された食材を選定する。 

    ③調理作業時間への配慮 

     ・食材形態（冷凍・冷蔵等）や包装内容の形態等、時間内に効率的な作業を行えるよ

う配慮する。 

   

（７）飲料用牛乳のアレルギー対応の実施 

    食物アレルギーにより牛乳を飲むことができない児童生徒に対し、学校生活管理指導表

の写しの提出により、飲料用牛乳分の学校給食費を減額する。 

 

３ 食育の推進                             

（１）「食に関する指導」の実施 

     正しい食習慣の理解のため、栄養教諭が各学校を訪問し、児童生徒に直接「食に関する

指導」を実施する。 

    市内小学校５年生の全学級並びに希望する小中学校で実施する。 

    ※詳細は、別紙「資料２・３」を参照 

（２）「希望献立」の実施 

    児童生徒が自ら考えた献立を給食として提供することにより、給食への関心や食べるこ

とへの意欲を持たせる。また、献立を考える機会を持つことで、食事形態や栄養バランス

を理解するきっかけとする。 

   市内全小中学校で実施する。 

   ※詳細は、別紙「資料４・５」を参照 

 

４ 地産地消の推進                           

地場農産物の使用を推進する。 

・米     ････滝沢産あきたこまち（平成１２年度から） 

・牛乳    ････原乳は滝沢産も使用。紙パック牛乳使用（平成１３年度から） 

・野菜・りんご････滝沢市学校給食食材生産供給組合から市内産を納入 

           品目＝きゅうり、大根、キャベツ、ピーマン、長ねぎ、白菜、人参、 

なす、ミニトマト、りんご、さつまいも、ズッキーニ 

 

５ 学校給食事業の情報発信                       

（１）学校給食センターＰＲ事業 

①滝沢産食材使用のふれあい給食会の開催（鵜飼小学校で開催予定） 

②滝沢市学校給食センター見学・試食会の開催（１１月頃予定） 

 

（２）学校給食センター情報発信事業 

   ①「健康づくり宣言」の取組みとして「おすすめ給食レシピ」のブログによる情報発信 

②毎月の献立表の裏面活用による情報発信（食育、給食費等） 



６ 

③市ホームページによる情報発信 

   ・学校給食センター運営委員会議事録の公表 

   ・献立表の掲載 

   ・ブログによる毎日の給食メニューの紹介等  

④滝沢産食材の使用予定を全小中学校にお知らせ 

⑤食育推進ののぼり旗掲示 

 

６ 給食費の収納率向上                         

収納率向上のために下記のとおり実施する。 

①納め忘れのない口座振替の促進 

②２４時間３６５日利用(支払)可能なコンビニ納付の促進 

③初めて新入生児童をもつ世帯を対象とした納入励行文書の送付 

④各学校での学期末面談後に給食センター職員による納付面談の実施 

⑤児童手当から差引く納付方法やその他、期限内納付の勧奨などチラシによる周知 

 

〔参 考〕 

◇ 施設概要 

    名  称    滝沢市立学校給食センター 

                TEL  ０１９－６８７－３４５１ 

                FAX  ０１９－６８７－３４５２ 

所 在 地    岩手県滝沢市外山８６番地１８ 

建設年度   昭和５８年度(昭和６３・平成１０・１２年度増築) 

供用開始   昭和５９年４月９日 

調理能力   ６，０００食（創設時５，０３４食） 

敷地面積   ４，５３９．２６㎡ 

建  物    鉄骨造一部２階建 延べ面積 １，７０１．０４㎡ 

建設当初総事業費  ４２１，５３０千円 

 

◇ 給食センターブログ 

  給食の写真や、おすすめ給食レシピを掲載 

   

https://blog.canpan.info/takizawa 

検索キーワード「滝沢市 給食 ブログ」 

ＱＲコード 

    











令和５年度　滝沢市立学校給食センター給食年間指導計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アスパラガス・山菜
春キャベツ・菜の花

いちご・美生柑
清見オレンジ

水菜・にら・山菜
アスパラガス

水菜・ピーマン・にら
アスパラガス

キャベツ・きゅうり
ズッキーニ・なす・トマト

ピーマン・スイカ

大根・キャベツ・きゅうり
なす・ミニトマト・オクラ
ピーマン・枝豆・南瓜

パイン

大根・白菜・キャベツ
きゅうり・なす・枝豆

りんご・梨

大根・白菜・キャベツ
ねぎ・里芋・さつまいも

りんご・梨

白菜・ねぎ・南瓜
しいたけ・里芋

さつまいも・りんご

ねぎ・にら・南瓜
さつまいも

みかん・りんご

白菜・青梗菜
ねぎ・大根・春菊
寒じめほうれん草

みかん

白菜・ねぎ・青梗菜
大根・春菊

いよかん・みかん

菜の花・春キャベツ
いちご

デコポン・甘夏

米 米 米
米・大根・キャベツ

ミニトマト・ズッキーニ

米・キャベツ・きゅうり
ねぎ・ミニトマト・大根

ピーマン・なす

米・にんじん・大根
ピーマン・きゅうり

ねぎ・キャベツ・りんご

米・大根
ねぎ・白菜・ピーマン
キャベツ・にんじん
さつまいも・りんご

米・ねぎ
キャベツ・大根・白菜

にんじん・りんご
さつまいも

米・ねぎ
白菜・にんじん・大根

キャベツ・りんご
さつまいも

米
大根・にんじん

ねぎ・白菜

米
大根・にんじん

ねぎ・白菜

米
大根・ねぎ

岩手の
郷土食や

主な特産品

行事食
入学・進級
お祝い給食
食育の日

端午の節句
食育の日

歯と口の健康週間
食育の日

七夕給食
食育の日

野菜の日
食育の日

十五夜
食育の日

岩手鶏肉の日
食育の日

鮭の日　和食の日
いい肉の日
食育の日

クリスマス給食
冬至給食
食育の日

学校給食週間
食育の日

節分給食
食育の日

桃の節句
卒業・修了
お祝い給食

食育の日テーマ
～かみかみ献立～

かみかみ献立① かみかみ献立② かみかみ献立③ かみかみ献立④ かみかみ献立⑤ かみかみ献立⑥ かみかみ献立⑦ かみかみ献立⑧ かみかみ献立⑨ かみかみ献立⑩ かみかみ献立⑪

一本木小
一本木中

【５月８日（月）】

滝沢小
滝沢南中

【５月２５日(木）】

鵜飼小
滝沢中

【５月２５日(木）】

姥屋敷小
姥屋敷中

【６月２３日（金）】

滝沢東小
滝沢中央小

【８月２５日（金）】

柳沢小
柳沢中

【９月２１日（木）】

篠木小
【１０月２５日（水）】

滝沢第二小
滝沢第二中

【１０月２５日（水）】

指導内容

指導計画
鵜飼小①
一本木小

鵜飼小②
滝沢東小

篠木小
柳沢小中

滝沢小①
姥屋敷小中

滝沢小②
滝沢中央小

滝沢小③
滝沢第二小

滝沢第二中
一本木中

滝沢中央小②

滝沢南中
滝沢中

学校給食について
食育の日

バランスの良い食事
端午の節句
食育の日

食育月間
かむことの大切さ

食育の日

夏休みの食事
七夕

食育の日

早寝・早起き・朝ご飯
野菜の日
食育の日

十五夜
スポーツ栄養

食育の日

野菜と果物
岩手鶏肉の日

食育の日

勤労感謝、鮭の日
いい肉の日、和食の日

食育の日

冬休みの食事
冬至

食育の日

学校給食週間
食育の日

大豆・節分
食育の日

１年間のまとめ
桃の節句

目標 ・給食について知ろう
・好き嫌いしないで

食べよう
・歯と口の健康につい

て考えよう
・暑さに負けない

食事をしよう
・朝食をしっかり食べ

よう
・スポーツ栄養につい

て知ろう
・身体の調子を整える

食べ物を知ろう
・感謝して食べよう

・寒さに負けない
食事をしよう

・おやつの食べ方を
考えよう

・日本の食文化や給食
の歴史を知ろう

・郷土の食べ物を知ろ
う

・身体を作る食べ物を
知ろう

・１年間の反省を
しよう

指導内容

・学校給食のねらいにつ
いて知らせる。
・滝沢市の給食の特徴に
ついて知らせる。

・バランスの良い食事につ
いて知らせる。
・好き嫌いしないで食べる
ことの必要性を知らせる。

・よくかんで食べる必要性
を知らせる。
・かみごたえのある食材
や、歯を丈夫にするため
に必要なカルシウムの多
い食材について知らせ
る。

・暑さに負けない食品につ
いて知らせ、夏の食生活
について考えさせる。
・水分補給の大切さにつ
いて知らせる。

・朝食をしっかり食べるこ
とで、１日を元気に過ごせ
ることを知らせる。
・炭水化物が脳のエネル
ギーになることを知らせ
る。

・運動をする際に気をつけ
たい食事内容や、栄養バ
ランスについて知らせる。

・不足しがちな野菜類や果
物に含まれるビタミン類、
食物繊維について知らせ
る。

・給食に関わっている人
や、生産者の苦労を知ら
せ感謝の気持ちを持たせ
る。

・寒さに負けない食品につ
いて知らせ、冬の食生活
について考えさせる。
・おやつの内容や食べ方
について知らせ、正しい選
択をできるようにさせる。

・給食の歴史を知り、給食
について考えさせる。
・行事食の由来等につい
て知らせる。
・郷土の特産物について
知らせ、郷土の良さを認
識させる。

・身体を作るのに必要なた
んぱく質やカルシウムに
ついて知らせる。
・大豆には良質なたんぱく
質が含まれ、様々な加工
品があることを知らせる。

・一年間の食生活につい
て反省し、食生活の改善
に努める意欲を持たせ
る。

①3月10日（金）

②4月3日（月）
確定版
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域
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人員報告書・行事予定表
提出締切日

9月8日(金) 10月10日(火) 11月10日(金)

給食だより

その他 ・アレルギー対応表の配布　　・滝沢市学校給食食材生産供給組合との連携（7月～3月頃）　　

12月8日(金) 12月15日(金) 1月5日(金)4月10日(月) 5月10日(水) 6月9日(金) 7月10日(月) 7月20日(木)

【郷   土   食】 …ひっつみ・けんちん汁・のっぺい汁・せんべい汁・煮しめ・さんまのすり身汁・いものこ汁・南部焼き・すき昆布煮・がんづき・きりせんしょ　など

【主な特産品】…鮭・わかめ・めかぶ・すきこんぶ・鶏肉・豚肉・牛肉・銀河きくらげ・友情キムチ・岩泉ヨーグルト・松ぼっくりヨーグルト・おおのゆめヨーグルト・山ぶどう・ブルーベリー・りんご　など

希望献立
【提出締切日】

食に関する指導

＜小学校＞
　　・１年「やさいをたべよう（２０分）」　　　・２年「おはし名人になろう（４５分）」　　　・３年「じょうぶな骨をつくろう」
　　・４年「食べ物の３つの仲間を知ろう」　　　・　５年「朝ごはんをきちんと食べよう（４５分）」※全学級　　　・６年「おやつについて考えよう（４５分）」
　　（※時間指定の題材以外は、指導時間２０分又は４５分の選択）
＜中学校＞　・１年「朝食について考えよう」　　　・２、３年「スポーツと栄養」、「地域の食材と食文化」
　
　【小学校５年生以外は、希望する学級】

教室掲示資料テーマ

献
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旬の食材

滝沢市の地場産物

食文化の
伝承
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資料５
















